
フレッシュコンクリート中の単位水量測定器

Ｗ／Ｃミータ ＭＴ－４００
ダブリューバイシーミータ［エムティ４００］

近年、コンクリート構造物の
劣化が大きな社会問題となっ
ており、構造物の耐久性を確
保した設計・施工、特に施工
段階におけるコンクリート中
の水分量の確認が重要と
なってきています。

Ｗ／Ｃミータ［ＭＴ－４００］
は、工事現場において、前機
種の使用実績から機器の重
量が重い、測定時に時間が
長くかかる等の要望により、
軽量化（小型化）や、短時間
測定可能な機器にするため
の改良、研究を重ね完成し
た。
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●特長・機能

１．結合水の影響が少なく正確に測定します。

加熱乾燥法により直接水分を蒸発させ正確な測定ができます。

２．測定は全て自動に行うため、改ざん防止になります。

自動軽計量と自動乾燥で個人による測定誤差が無く、改ざん防止になります。

３．短時間測定が可能です。

乾燥時間を大幅に短縮するとともに、１分毎に追加乾燥でき乾燥不良を防止し
ます。

４．内部ハードディスクで６０回分の記録保存ができます。

内部ハードディスクに最新から６０回分の測定結果を記録保存でき、いつでもプ
リントアウトすることができます。



●測定手順
測定時間／土木用：約６分 建築用：約８分

１．フレッシュコンクリートをフルイ分けしてモル
タル試料を採取

２．測定試料のセット

フレッシュコンクリートからウェットスクリー
ニングでモルタルを採取します。

モルタル試料約１１５±１５ｇを試料受け皿
に入れ、測定器にセットします。

３．加熱乾燥開始 ４．タッチパネルで必要な条件データを入力

土木用、建築用のモード選択後スタートし
ます。加熱乾燥終了まで自動となってい
ます。（乾燥時間／土木用：約６分 建築
用：約８分）

呼び強度、スランプ、粗骨材最大寸法、空
気量等コンクリートの指定事項のデータを
入力します。



４．測定結果の表示

測定が終了すると自動滴に推定水量、推
定水セメント比、誤差、推定強度がプリン
トアウトされます。

印字記録例

●Ｗ／Ｃミータ［ＭＴ－４００］の精度検証

y = 1.1339x - 25.359
R² = 0.9732
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ＭＴ－４００ 単位水量 ＭＴ－４００ 水セメント比

１．ＭＴ－４００ 精度検証結果



２．ＭＴ－４００ 蒸散補正水量

y = 1.06 x - 12.54 
R² = 0.85 
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蒸散補正水量（Ｗ６） 

設計単位水量（㎏/ m3） 
蒸散補正水量 

（㎏/ m3） 

130 4.7 

140 4.1 

150 3.5 

160 2.9 

170 2.3 

180 1.7 

190 1.1 

 

 

●Ｗ／Ｃミータ［ＭＴ－４００］仕様

●コンクリート単位水量測定器・普及促進委員会

国土交通省北陸地方整備局、新潟・富山・石川県、東日本高速道路（株）新潟支社、
中日本高速道路（株）金沢支社、（一社）北陸地域づくり協会

－ 問い合わせ先 －
事務局： 北陸地方整備局 企画部 技術管理課 ＴＥＬ．０２５－２６６－１１７１

北陸地方整備局 北陸技術事務所 品質調査課 ＴＥＬ．０２５－２３１－１２８１


